
(3,野イ女の□ r生 ,を に 関 する政 の① Qの 女の 下 線 をアt角 通

、ぅいますヵ＼

① 竹匂化 が看 旅 的 |ミ 上 塀 し縦 り 国 尾は甘 ιぃ姓 ,■ ■ 3貸 し1う 人た。

② ■ノヒ食料パ、不足し

( インフレ~シヨン (インフレ♪
'

自由缶格■、あ亀tえ 貿tす る中かできた。

□ %の タセ団t貝 て帰問ぃミ塔がょい、。

(|)すセ団 の X Yl■ あては■ろ軍手同里 1

そ八で久/何 とし)し まヽすか

×_(九 大西)† 条紬 脅 構 (NAToリ リ

Y(r7,レ )ャ ワ条な勺酒

'構
)

(2)ナセ回のYの ″コ1是 巨∃は、経 )行 ゃネ土象の

しくみのう■■・ /作T主者語の便3■ Hす か,

(ネttt L各 (人た主基り)

(3)■セ回 のAの 圧]で
't星

で した )欠 の① ① の 人呻ηt方 てがぅfrつヾァェてぃ。

c)業 た た t幸 し、て内 ψ弁に 月務徐|)し ャ是誓た尾 夫条 塵∃確 が 生Ettた 。

○ インドの社トー逸相 としtl.14ケ 午年 ;■ 平争互λ真り返寮 ネした。

〔蓄秀煮  率
=  

戸暮ネ  華章議  手本茉〕  gl 鴇iラlL曇

(り  lf ttg年 |ミ tと図の3の 声為とitに 書せした国の免な 名さtA‐ ミし、。

橘―(大 孝 民国 (草イ国)〕  it― (増月鮮民主七与人唇文4っ 回 (■ L勲鮨,)

(ち )(4)の 国 の間 で 14'D年 に わ 争 ハ おヽ・ 7通 (アメリカリ軍 がヽ うす糸ぞや

日本本との見イを使ぃ日本たけ匂資を大嬉Ⅲt癸 邊したため 日本ほ

(キ月魚羊件寺需 )と よ はヽ 久ろ力子晨 負 ι
・ ガ ,ア_。
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||● :xの加盟国

|‐ ■ :Yの加盟国


